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｢ みや ぎ脱原発 ･ 風 の会 会員 の つ どい｣ へ の お誘 い

みや ぎ脱原発 ･ 風 の会 事務局

(連絡先 0 9 0 ･

8 8 1 9
･

9 9 2 0 舘脇)

｢ みや ぎ脱原発 ･ 風 の 会 2 0 1 6 会員の つ どい｣

日時 : 2 0 1 6 年 2 月 7 日 ( 日) 1 0 時 ～ 1 2 時

場所 : 青葉 区中央市民セ ン タ ー / 第 4 会議室 (青菜区 一 番町 2 丁 目 1 番 4 号)

内容 : 2 0 1 6 年 の ｢ 風 の会｣ 運動方針と参加者 の意見交換 など

寒冷の 候 ､ い かが お過 ご しで しょうか｡

日頃はみや ぎ脱原発 ･ 風 の会 の活動に ご協力 い ただき､ 厚くお礼申 し上げます｡

昨年 2 月 の ｢風 の 全 会員 の つ どい｣ で話 し合われた 内容 をもとに ､ 風の 会は他の 団体 ･ 個人ととも

に活動 して 参りま した ｡ 具体的には

①
一 昨年に引き続き 公開学習会を 2 回 (講師はそれぞれ長谷川公

一 さん
､
石川 さん) 行 い ､

それぞれ

内容 の濃 い 議論が できた ｡

② 2 0 1 2 年 7 月 か らは じま っ た ｢ みや ぎ金曜デ モ｣ に ､ 毎回必ず風 の会 の 会員が参加 ､ また ス タ ッ フ と

して協力 し､ 通算 1 6 0 回を超 えた金曜デモ の 継続を支えた ｡

③ ｢ 2 0 1 5 みやぎア ク シ ョ ン｣ の
一

員として ､
3 月 の集会 ･ デ モ の 開催 を担 っ た の に続き､ 1 1 月 2 3 日

の ｢ 市民に よ る女川原発 の 安全性 を問う シ ン ポジウム｣ の 開催 に尽力 した｡

④ みやぎア ク シ ョ ンな どの仲間と共に ､ 宮城県の ｢ 安全性検討会｣ へ の 働きかけ ･ 傍聴 ､ また ｢ 女川

原子力発電所環境保全監視協議会｣ や ｢ 技術会｣ へ の 傍聴や ｢ 鳴り砂｣ で の 報告 を行 っ た｡

⑤ ｢ 鳴り砂｣ の奇数月 2 0 日発行 ､ また H P で の ｢ 仙台原子力問題研 究グル ー プ｣ の投稿 など､ 市民

へ の情報提供 を行 っ て きた ｡

な どの活動 を行 っ て参りま した｡ その 成果 を引き継 ぎ､ 今 2 0 1 6 年 には さらに運動を広く深く展開 し

て い かなけれ ばならない と考えて お ります｡

今年 2β1 6 年 は ､ 東北電力 の狙 い通 り 2 0 1 7 年 の再稼働 へ の道が できて しまうの か ､ あるい はそれ を

阻む別の 流れ を引き寄せる こ とができる の か ､ まさに 正念場の 年です｡ わた したちは こ の 間の成果を引

き継 ぎつ つ
､
なん とか流れ をこ ちらに掴む 取組み を重層的に展開 して い きた い と考え て お ります｡ タ

ー

ニ ン グポイン トとなる場面 で は集中し､ 県内に広く存在する再稼働 ス トッ プ の 声を実際 の政策に反映さ

せ るため の努力に全力 をあげて いきま しょう !

そ の た めに ､ 今年 1 年私たちが何をめ ざし実現 して い くの か を話 し合うた め､ ｢ 会員の つ どい｣ を行い

ます｡ ぜひ 皆さまの ご参加 をい た だき ､ 活発な藩論が できれ ばと考えて お りますの で ､
よろ しくお願い

いた します ｡

※なお ､ こ の集い には ｢ みやぎ脱原発 ･ 風の 会｣ の会員でなくて も参加できますの で ､ お気軽 に ご参

加く ださ い｡

以上
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会員及 び ｢鳴り砂｣ 読者 の皆様 へ

冨母音金寄金韓昏轟確定･亀弼部牒沈痛軒

みやぎ脱原発 ･ 風 の 会

会計 須 田

皆様か ら の 心温ま る ご支援を頂き ､ 誠 にありが とうござい ま した｡

昨年も ､
これ ま で の 会員だけで なく ､ 多く の 方か ら会費やカ ン パ を寄せ て頂きま した ｡ 皆様 の

お心 の こ も っ た会費を い か に有効に活用 して いくか ､ 今後 の 風の 会 の 活動や新た な取 り組み を考

え る上 で ､ 改め て 身 の引き締まる 思 い を して おり ます｡

みやぎ脱原発 ｡ 風 の 会の 活動 軋 1 月 1 日 ～ 1 2 月 3 1 日年単位 の会計 ( 正会員 3 0 0 0 円 ､ 賛同会

員 100 0 円) で支 えられ て い ます｡ 2 0 1 5 年会計は以 下 の 通 りです ｡

三ごで三 軍会…ナミ票昔 ( ∴軍て ≡ ～ 丁;
､
雫三て ≡)

⑳繰越金 5 5 8 , 0 $ 7 円 ( 前年 5 3 0 ,2 5 3 円)

⑳収入 会 費 2 8 6
,
0 0 0 円 ( 会員 6 5 名 ･ 賛同会員 2穏名 = 合計 錮 名)

( 前年 2 5 3 , 0 0 0 円

カ ン パ 2且5 ,3 5 0 円

合計 5 0 且, 3 5 0 円 (前年 3 5 5 , 7 0 0 円)

⑳支出 印刷費 43 , 7 6 2 円 (前年 3 6 , 亜 沌 円)

通信 費 1 0 7
,
6 4 0 円 (前年 且0 亀2 8 6 円)

活動費 2 2 8 , 7 0 4 円 (前年 1 7 $ ,4 錮 円)

王±遮む _ _ _ j . 3 ミT Fこ f 前 E _
_ _ _ _ 笠 皿 1 ｣

合計 3 鍋
,
1 6 3 円 (前 年 3 2 7 , 8 6 6 円)

⑳残金 一 線越金 6 7 0
,
2 7 4 円 2 0 且6 年 へ

合計 $ 9 名)

一

昨年より ､ ｢鳴り砂｣ を開 P に掲戟する こ とで ､ 会費 の使途も変わり つ つ ありますが ､ これ

からも会の 活動を ご支援下さる よう､ 2 0 且6 年会費をよろ しくお願 い致 します｡ 会費 の代わり に

お 手持ちの 切手 をお送りく だ さ っ て も結構です｡

今年も ご支援 を継続 して い た だけますよう､ 心 より お願 い 申 し上げます｡

2 01 1 年 3 月 1 1 日 の東 日本大震災 ｡ 大津波 ｡ 福島第
一

原発 の 巨大事故に よ っ て ､ 膨大な放射能

が 日本全国に撒き散らされ ､
い まだ ､ 福島を始めと して ､ 多く の 人々 が放射能汚染に苦 しめられ

て い ます｡ そ の よ うな方 々 と連帯する とともに ､ とりわ け ｢ 被災原発｣ で ある女川原発 の 2 0 1 7

年再稼働 を止 めさせ ､ 廃炉 を求 める様 々 な活動 をこ れ か らも展開 した い と思 い ます｡

本年も皆様 の ご支援
･ ご協力 をお願い い た します｡
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